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前
号
で
浦
賀
に
い
た
オ
ラ
ン
ダ

通
詞
た
ち
の
異
国
船
応
接
で
の
役
割

に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
彼

ら
に
期
待
さ
れ
た
役
割
は
も
ち
ろ
ん

通
訳
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち

は
そ
の
名
の
通
り
オ
ラ
ン
ダ
語
を
使

っ
て
仕
事
を
す
る
者
た
ち
だ
っ
た
が
、

ペ
リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
浦
賀
に
来

航
し
た
異
国
船
は
英
語
圏
の
船
ば
か

り
で
あ
っ
た
。 

実
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
年
）

の
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
来
航
や
そ

の
後
の
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
樺
太
や
択

捉
島
の
襲
撃
、
文
化
五
年
（
一
八
〇

八
年
）
の
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
な
ど

を
き
っ
か
け
に
、
幕
府
は
通
詞
た
ち

に
フ
ラ
ン
ス
語
・
ロ
シ
ア
語
・
英
語

の
学
習
を
命
じ
て
い
た
。
命
に
従
い

学
習
を
始
め
た
と
は
い
え
、
通
詞
た

ち
が
本
格
的
に
英
語
を
学
習
す
る
の

は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
年
）
に
ラ

ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
長
崎
に

や
っ
て
き
て
か
ら
の
こ
と
で
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
発
音
な
ど

を
学
ぶ
機
会
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
学
習
し

た
英
語
の
知
識
で
通
詞
た
ち
は
異
国

船
応
接
に
あ
た
っ
て
い
た
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

文
政
元
年
（
一
八
一
八
年
）
五
月

に
商
船
ブ
ラ
ザ
ー
ス
号
、
同
五
年
（
一

八
二
二
年
）
四
月
に
捕
鯨
船
サ
ラ
セ

ン
号
が
来
航
、
い
ず
れ
も
イ
ギ
リ
ス

船
で
あ
っ
た
。
対
応
に
あ
た
っ
た
オ

ラ
ン
ダ
通
詞
は
馬
場
佐
十
郎
と
足
立

左
内
で
、
ど
ち
ら
も
江
戸
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
る
。
特
に
馬
場
は
「
訳
司

必
用
諳
厄
利
亜

ア

ン

ゲ

リ

ア

語
集
成
」
と
い
っ
た

英
会
話
書
を
編
纂
し
た
語
学
力
に
秀

で
た
通
詞
だ
っ
た
。
そ
ん
な
馬
場
が

い
た
た
め
か
ブ
ラ
ザ
ー
ス
号
来
航
時

に
は
、
意
志
疎
通
に
特
に
問
題
が
あ

っ
た
と
い
う
記
録
は
み
ら
れ
な
い
。

一
方
、
サ
ラ
セ
ン
号
来
航
時
に
は
、

船
に
オ
ラ
ン
ダ
語
が
わ
か
る
水
夫
が

お
り
、
そ
の
水
夫
の
助
け
を
か
り
て

応
接
を
し
た
と
記
録
が
あ
る
。
語
学

に
秀
で
た
馬
場
が
い
た
と
は
い
え
、

自
分
た
ち
の
得
意
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ

語
を
理
解
す
る
者
が
た
ま
た
ま
乗
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
通
詞
た
ち
に

と
っ
て
は
心
強
く
も
あ
り
運
が
良
か

っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
れ
か
ら
お
よ

そ
二
十
年
後
の
弘
化
二
年
（
一
八
四

五
年
）
三
月
、
漂
流
民
送
還
を
目
的

と
し
た
ア
メ
リ
カ
捕
鯨
船
マ
ン
ハ
タ

ン
号
が
来
航
し
た
。
そ
の
対
応
に
あ

た
っ
た
の
は
森
山
栄
之
助
で
、
の
ち

に
長
崎
で
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
か
ら
直
接
英
語
を
学
び
、
幕
末
に

は
森
山
多
吉
郎
と
し
て
幕
府
外
交
の

第
一
線
で
活
躍
し
た
通
詞
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
英
会
話
は
ほ
と
ん
ど

で
き
ず
に
身
振
り
手
振
り
だ
っ
た
よ

う
で
、
マ
ン
ハ
タ
ン
号
の
ク
ー
パ
ー

船
長
が
「
英
語
は
ほ
ん
の
二
、
三
語

話
せ
る
だ
け
だ
っ
た
」
と
述
懐
し
て

い
る
。 

そ
の
翌
年
閏
五
月
、
ア
メ
リ
カ
東

イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
ビ
ッ
ド
ル
が

二
隻
の
軍
艦
を
率
い
て
来
航
し
た
時

に
対
応
に
当
た
っ
た
の
は
森
山
と
交

代
で
浦
賀
に
や
っ
て
き
た
堀
達
之
助

だ
っ
た
。
堀
は
ビ
ッ
ド
ル
来
航
時
に

英
文
の
書
簡
を
和
訳
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
が
、
ビ
ッ
ド
ル
か
ら
出
さ
れ

た
書
翰
を
和
訳
す
る
こ
と
で
来
航
目

的
な
ど
を
知
っ
た
と
い
う
記
録
も
あ

り
、
十
分
な
英
会
話
の
力
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
堀
は
森
山
と
違
っ

て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
か
ら
英
語
を
学
ん

で
は
お
ら
ず
自
学
自
習
を
し
て
い
た

と
い
う
。
会
話
よ
り
も
翻
訳
能
力
に

優
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

砲
術
書
な
ど
を
翻
訳
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。 

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
年
）
閏
四
月

に
は
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
マ
リ
ナ
ー
号

が
来
航
し
た
が
、
こ
の
と
き
の
通
詞

は
加
福
喜
十
郎
で
あ
っ
た
。
一
応
、

加
福
は
対
応
に
当
た
っ
た
が
、
マ
リ

ナ
ー
号
に
は
「
林
阿
多

ア

ト

ウ

」
と
い
う
日

本
語
を
話
せ
る
者
が
乗
り
込
ん
で
い

た
た
め
意
志
疎
通
に
苦
労
し
た
形
跡

は
み
ら
れ
な
い
。「
林
阿
多
」
は
中
国

人
を
自
称
し
て
い
た
が
、
実
は
日
本

人
漂
流
民
で
本
名
が
「
音
吉
」
で
あ

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
の
ペ

リ
ー
来
航
時
に
は
、
堀
達
之
助
と
立

石
得
十
郎
が
通
詞
と
し
て
対
応
し
た
。

堀
は
最
初
に
英
語
を
発
し
た
が
、
そ

の
後
は
ペ
リ
ー
側
の
オ
ラ
ン
ダ
語
通

訳
ポ
ー
ト
マ
ン
を
交
え
て
オ
ラ
ン
ダ

語
で
応
接
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
よ
う
に
通
詞
た
ち
は
英
語
を

知
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
時
に
身
振

り
手
振
り
で
、
時
に
異
国
船
に
い
た

オ
ラ
ン
ダ
語
や
日
本
語
の
分
か
る
も

の
に
助
け
ら
れ
て
対
応
に
当
た
っ
て

い
た
。
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
は
異

国
船
応
接
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
は
い
え
る
が
、
オ
ラ
ン

ダ
通
詞
が
い
た
か
ら
と
い
っ
て
円
滑

に
応
接
が
で
き
た
わ
け
で
も
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

（
山
本 

慧
） 

＊
諳
厄
利
亜…

近
世
の
学
者
が
用
い
た 

イ
ギ
リ
ス
の
呼
び
名 

★
参
考
資
料 

 

・『
通
航
一
覧
』
第
六
巻 

・『
通
航
一
覧
續
輯
』
第
四
巻 

・『
ペ
リ
ー
艦
隊
日
本
遠
征
記 

上
』（
万
来
舎
） 

・『
阿
蘭
陀
通
詞
の
研
究
』 

片
桐
一
男(

吉
川
弘
文
館) 

・『
に
っ
ぽ
ん
音
吉
漂
流
記
』 

春
名
徹
（
中
央
公
論
社
） 

・『
開
国
と
英
和
辞
書―

評
伝
・
堀
達
之
助
』 

 
 

 
 
 

 
 

堀
孝
彦
（
港
の
人
） 

 
 
 
 
 
 

 

 

浦
賀
で
の
異
国
船
応
接 

～
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
と
英
語
～ 
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分館よりお知らせ 

    

浦
賀
奉
行
所
与
力
の
中
島
三
郎
助
家
に

伝
来
し
た
「
浦
賀
御
役
所
惣
絵
図
」
の
配
置

図
に
は
、
焚
口
と
鍋
釜
の
掛
け
口
が
三
つ

の
カ
マ
ド(

竈)

が
あ
る
炊
出
所
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
令
和
元
年(

二
〇
一
九
年)

度

の
確
認
調
査
で
は
、
ま
さ
に
そ
の
位
置
か

ら
嘉
永
六
年(

一
八
五
三
年)

の
ペ
リ
ー
艦

隊
来
航
時
に
も
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

カ
マ
ド
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
炊
出
所
は
文
政
四
年(

一
八
二
一

年)

の
増
改
築
時
に
築
か
れ
、
安
政
四
年(

一

八
五
七
年)

に
は
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
カ
マ

ド
の
基
底
部
分
の
み
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

                   

                                      

       

   

こ
の
カ
マ
ド
は
瓦
片
を
補
強
材
と
し
て
混

入
し
た
ス
サ 

(

稲
藁
な
ど
を
刻
ん
だ
も
の)

入
り
粘
土
で
築
か
れ
、
焚
口
部
分
は
凝
灰
岩

切
石
で
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

カ
マ
ド
跡
写
真
の
右
端
は
、
昭
和
の
建
物

基
礎
で
壊
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
薪
を
焚
い
た

部
分
で
焼
け
て
土
器
の
よ
う
に
硬
く
な
っ

た
円
弧
状
の
ス
サ
入
り
粘
土
の
壁
が
見
え

て
い
ま
す
。
中
央
は
カ
マ
ド
下
部
の
潰
れ
た

状
態
で
す
。
焼
け
た
粘
土
と
補
強
材
の
焼
け

た
瓦
片
が
散
在
し
、
奥
の
焚
口
部
付
近
に
は

焼
け
た
凝
灰
岩
切
石
、
そ
の
奥
に
は
灰
混
じ

り
の
炭
が
散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
。
左
端
部
分

は
ほ
と
ん
ど
削
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
炊

出
所
の
屋
根
瓦
と
思
わ
れ
る
愛
知
県
東
部

で
焼
か
れ
た
東
海
式
の
軒
先
瓦
片
も
出
土

し
ま
し
た
。 

 
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
時
に
は
こ
の
場
所
で

浦
賀
奉
行
配
下
の
武
士
た
ち
の
た
め
に
盛

ん
に
炊
出
し
が
行
わ
れ
て
い
た
事
で
し
ょ

う
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
中
三
川 

昇
） 

   

  

    

 

Dock Café ②   

 

 

     
 

★
参
考
資
料 

・「
浦
賀
奉
行
所
〔
役
所
〕
跡
の
試
掘
・
確
認
調
査
」 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

・『
浦
賀
奉
行
所
開
設
３
０
１
年 

浦
賀
奉
行
所
跡
』 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

今からちょうど 170 年前の嘉永 6 年

6 月 3 日、ペリー提督率いる四隻の黒船

が浦賀沖に姿を現しました。今の暦で

1853 年７月８日のことです。 

これに合わせ、ティボディエ邸シアタ

ーでは「黒船来航」をテーマとした新作

映像を公開しています。当館所蔵の船の

模型も協力しています。ぜひご覧ください。 

荒
井
郁
之
助
は
江
戸
湯
島
に
生
ま

れ
、
幕
臣
と
し
て
榎
本
武
揚
・
中
島
三

郎
助
ら
と
函
館
で
戦
っ
た
。
五
稜
郭
陥

落
後
、
投
獄
さ
れ
た
の
ち
に
開
拓
使
と

し
て
札
幌
農
学
校
設
立
に
貢
献
す
る
。

そ
の
後
、
初
代
中
央
気
象
台
長
に
就

任
。
気
象
学
会
の
初
代
会
長
だ
っ
た
榎

本
と
共
に
日
本
の
気
象
観
測
の
基
礎

を
築
い
た
。 

六
十
一
歳
の
荒
井
が
集
大
成
と
し

て
選
ん
だ
の
が
浦
賀
船
渠
株
式
会
社

の
設
立
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
の
荒
井
の

住
ま
い
は
西
浦
賀
に
あ
り
、
浦
賀
出
身

の
十
両
力
士
「
浦
の
海
」
を
お
供
に
、

太
い
杖
を
突
い
て
、
東
浦
賀
・
徳
田
屋

に
置
か
れ
た
船
渠
設
立
事
務
所
に
毎

日
通
う
姿
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
初
代

社
長
の
塚
原
周
造
は
、
当
時
ま
だ
逓
信

省
に
勤
め
て
お
り
、
敷
地
の
折
衝
な
ど

の
創
設
初
期
に
お
け
る
実
務
は
荒
井

が
行
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

晩
年
の
年
賀
状
に
書
か
れ
た
歌
か

ら
は
、
荒
井
の
船
渠
に
掛
け
る
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
。 

 
 
 
 

（
江
） 

 
 
 

 
 
 
 
 

わ
か
が
え
る
こ
こ
ち
は
す
れ
ど

こ
と
し
は
や
六
十
路
の
坂
を 

越
に
け
る
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

よこすか近代遺産ミュージアム 

ティボディエ邸 

入 館 料：無料（シアター200 円） 
開館時間：9 時－17 時 年中無休 
場 所：ヴェルニー公園内 
 

浦
賀
奉
行
所
跡
の
発
掘
調
査
（
そ
の
二
） 

 

ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
時
頃
の
炊
出
所
カ
マ
ド
跡
と
出
土
遺
物 

 


